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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

© T a d a y u ki Mi n a m ot o
ー

1 0周 年 を 記 念 し た ベ ス

ト 盤 「 ベ ス ト ・ オ ブ ・ ハイ コ ロ ラ ト ゥ ー ラ 」 を 発表 。 本 コ ン サ ー ト は 、 同ア ル バ ム 収 録 曲 を 中 心 に「 こ れ ま で 共 に 成 長 し てき た 歌 と 、 新 し い こ れ から の

1 0年 に 向 け て の 歌 を

混 ぜ た プ ロ グ ラ ム 」 と いう 。 演 奏 曲 目 は 、  「 夜 の女 王 の ア リ ア 」  （ モ ー ツァ ル ト ）  、  「 春 の 声 」  （ ヨハ ン ・ シ ュ ト ラ ウ ス ２世 ）  、  「 月 の 光 」  （ ド ビ ュッ シ ー ）  、  「 ア ヴ ェ ・ マ リア 」  （ シ ュ ー ベ ル ト ）  、
「 私 を 泣 か せ て く だ さ

い 」  （ ヘ ン デ ル ） な ど 。　
全 席 指 定 。 前 売 り 券

は 、 一 般 ５ ０ ０ ０ 円 、
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歳 以 下 ２ ０ ０ ０ 円 。 同 館（
☎
０ ８ ３ ５

－

２ ６

－

５

１ ５ １ ）  、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 チケ ッ ト ぴ あ （ Ｐ コ ー ド

：

２ ７ ４

－

４ ３ ２ ） な ど で

購 入 で き る 。 未 就 学 児 は

　
ウ ィ ー ン を 拠 点 に 活 動

す る ソ プ ラ ノ 歌 手 、 田 中彩 子 の 日 本 デ ビ ュ ー

1 0周

年 を 記 念 す る リ サ イ タ ルが 、

3 0日  （ 土 ）  午 後 ２ 時 か

ら 、 ア ス ピ ラ ー ト （ 防 府市 地 域 交 流 セ ン タ ー 、 防府 市 戎 町 １ ） で あ る 。 東京 、 大 阪 、 福 岡 な ど で 開か れ る 全 国

1 0公 演 の 一 つ

だ 。　
高 音 域 の 声 を 転 が す よ

う に 歌 う 「 コ ロ ラ ト ゥ ーラ 」 の 「 １ ０ ０ 年 に １ 人の 美 声 」 を 持 つ と も 評 され る 彼 女 は 、 世 界 的 に 活躍 。 ２ ０ １ ９ 年 に は Ｎ ｅｗ ｓ ｗ ｅ ｅ ｋ 日 本 版 「 世界 が 尊 敬 す る 日 本 人 １ ００ 」 に も 選 出 さ れ た 。　
今 年 ７ 月 、 国 内 デ ビ ュ

華 麗 な  コ  ロ  ラ ト  ゥ  ー  ラ を 披 露
田 中 彩 子 リ サ イ タ ル３ ０ 日

入 場 不 可 で 、 当 日 券 は 各５ ０ ０ 円 高 。

西 京 シ ネ が 先 月 に 続 き ベ ル ギ ー 映 画

「 ゴ ー ス ト ・ ト ロ ピ ッ ク 」
2 3日

　
西 京 シ

ネ ク ラ ブ（
☎
０ ８

３
－

９ ２

８

－

２ ６

８８ ）は 、  「ゴー ス ト ・ト ロ ピ ック 」  （ ２０ １ ９年 、 ベ ルギ ー ） を

2 3日 （ 土 ・ 祝 ） に 上 映 。
会 場 は 山 口 市 民 会 館 小 ホー ル （ 山 口 市 中 央 ２ ）で 、 上 映 時 間 は 午 前

1 0時

半 、 午 後 ２ 時 、 ７ 時 か らの ３ 回 。　
ベ ル ギ ー の バ ス ・ ド ゥ

ヴ ォ ス 監 督 の 長 編 ３ 作 目と な る 映 画 で 、

1 0月 に 同

会 が 上 映 し た 「 Ｈ ｅ ｒｅ 」 は 同 監 督 の 長 編 ４ 作目 だ っ た 。 ど ち ら も 、 多

言 語 ・ 多 文 化 共 生 都 市 であ る ベ ル ギ ー の 首 都 ・ ブリ ュ ッ セ ル を 舞 台 に 、 人々 の 交 流 を 描 い て い る 。　
チ ケ ッ ト は 、 当 日 会 場

で 販 売 。 料 金 は 、 一 般 １８ ０ ０ 円 、

1 9歳 か ら

2 5歳

ま で １ ０ ０ ０ 円 、

1 8歳 以

下 ８ ０ ０ 円 。 電 話 予 約 すれ ば 、 一 般 料 金 の み １ ５０ ０ 円 に 割 り 引 き さ れる 。

祖 父 の 文 箱

た 。「 昭 和 十 七 年

　
各 区 長 殿

　
応 召 軍 人 見

送 リ ニ 関 ス ル 件

　
伊 佐 町 長

　
井 藤 ○ ○

表 記 ノ 件 ニ 関 シ 左 記 ノ 者 出 発 ニ 付 キ 各事 項 御 了 承 知 ノ 上 多 数 御 見 送 リ 相 成 様貴 区 内 ヘ モ レ ナ ク 御 伝 達 被 下 度 此 段 及通 諜 候 也

　
当 日 国 旗 掲 揚 の こ と

第 一 補 充 兵 役 陸 軍 歩 兵

　
上 野 村

　
岩 崎

雄 太 郎

　
上 野 村

　
岩 崎 国 雄 」

　
上 野 村 は 私 の 故 郷 の 隣 村 。 山 間 の 貧

し い 村 の 働 き 手 を 根 こ そ ぎ 連 れ て 行 った か 。 権 現 神 社 を 背 景 に 一 枚 の 写 真 。制 帽 の 下 の 雄 太 郎 の 目 線 は 真 っ 直 ぐ 前

　
慶 応 三 年 生 ま れ の 祖 父 の

文 箱 の 中 に 枇 杷 色 に 変 色 した 和 綴 じ の 書 類 を 見 つ け

を 見 つ め 、 国 雄 の 口 は き つ く 一 文 字に 結 ば れ て い る 。 膝 の 上 に 揃 え た 農作 業 を 培 っ た 大 き な 両 手 。 日 の 丸 の旗 が 写 っ て い る が 、 振 っ て い る 人 の姿 は 見 え な い 。 父 か 母 か 妻 か 年 老 いた 祖 父 母 か 幼 い 子 か 。　
二 枚 目 は 「 昭 和 十 七 年

　
各 区 長 殿

　
遺 骨 帰 還 ニ 関 シ 御 出 迎 エ ノ 件

　
伊

佐 町 長

　
井 藤 ○ ○

　
故 陸 軍 輜 重 兵 一

等 兵 二 神 村 三 好 浩 二

　
広 島 陸 軍 病 院

ニ 於 イ テ 病 死 左 記 通 達 ノ 通 郷 里 ヘ 帰還 セ ラ ル ベ ク 多 数 出 迎 相 成 度 沿 道 ハ弔 旗 掲 揚 ノ コ ト　
二 神 村 は 我 が 故 郷 。 こ の 者 に 繋 が

る 血 脈 は 絶 え 、 彼 ら の 守 っ た 村 は 今や 限 界 集 落 。 眠 る 墓 地 に は 彼 岸 花 が赤 く 咲 き 乱 れ て い る が 人 の 声 は ない 。
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1 1月

1 0日 の 横 浜 Ｆ Ｃ 戦

を 終 え 、 ２ ０ ２ ４ シ ー ズン す べ て の 試 合 が 終 了 。レ ノ フ ァ の 成 績 は 、

1 5勝

８ 分

1 5敗 の

1 1位 で し た 。

　
シ ー ズ ン は 長 く 、 好 調

の 時 も 不 調 の 時 も あ り まし た が 、 ス タ ジ ア ム や ＰＶ 、 画 面 の 前 な ど 様 々 な場 所 で 応 援 し て い た だ いた 皆 様 の お 陰 で 、 昨 年 よ

り も 良 い 順 位 で シ ー ズ ンを 終 え る こ と が で き ま した 。 本 当 に あ り が と う ござ い ま し た ！　
今 後 は 、 あ す

1 7日 の き

ら ら ド ー ム で の フ ァ ン 感謝 デ ー や 、 お の サ ン サ ッカ ー パ ー ク で の 公 開 練 習も 予 定 し て い ま す 。 詳 しく は 、 公 式 Ｈ Ｐ を ご 覧 くだ さ い ！

（ 宵 に 寝 て 、  秋 の 夜 中 に 目 が 覚 め  て ）

生 前 未 発 表 詩

宵 に 寝 て 、 秋 の 夜 中 に 目 が 覚 め て汽 車 の 汽 笛 の 音

ね

を 聞 い た 。

　 　

三 富 朽

く ち

葉
ば

よ 、 い ま い づ こ 、

　 　

明 治 時 代 よ 、 人 力 も

　 　

今 は す た れ て 瓦

（ ガ

 ス

 

斯 燈
と う ）

は

　 　

記 臆 の 彼

（ か な た ）

方 に 明 滅 す 。

宵 に 寝 て 、 秋 の 夜 中 に 目 が 覚 め て汽 車 の 汽 笛 の 音 を 聞 い た 。　 　

亡 き 明 治 で は あ る け れ ど

　 　

豆 電 球 を ツ ト と ぼ し

　 　

秋 の 夜 中 に 天 井 を

　 　

み れ ば 明 治 も 甦

（ よ み が え ）

る 。

　 　

あ ゝ 甦 れ 、 甦 れ 、

　 　

今 宵 故 人 が 風 貌 の

　 　

げ に な つ か し い な つ か し い 。

　 　

死 ん だ 明 治 も 甦 れ 。

宵 に 寝 て 、 秋 の 夜 中 に 目 が 覚 め て汽 車 の 汽 笛 の 音 を 聞 い た 。
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三 富 朽 葉 は 中 也 が 愛 読 し た 詩 人 の 一 人 。 明 治 末 か ら 大 正 に か けて フ ラ ン ス 徴 詩 風 の 優 れ た 詩 を 残 し ま し た が 、 溺 れ か け た 友 人を 助 け よ う と し て 二 十 九 歳 で 世 を 去 り ま し た 。 遠 い 汽 笛 に 呼 び覚 ま さ れ た 哀 惜 の 情 が 、 人 力 車 な ど 失 わ れ た 時 代 の 面 影 を た ぐり 寄 せ よ う と し て い ま す 。

　 　

（ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

 豊 ）

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


